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秋冬どりブロッコリーのは種期試験

阿部昇一・北原　洋・逸見俊五

（福島県農業試験場いわき支場）

叫e－imentonTimeorSeedingofBroccolirorAulumn8ndWinte－Cropp一昭

shoichiABE．HiroShiKITAHARAandShungoHEN址l

（IYakiBranCh，FukushimaPrefectureAgriculturaLEzpe－imcAtStation）

1は　し　が　き

福島県における，ブロッコリーの栽培は秋冬野菜の中で

ダイコン，ハクサイとともに主要品目になろうとしている。

従来はカリフラワーとともに・都市近郊野菜として定着

していたものであるが，近年，需要の増大と価格の安定か

ら，水田転作地，夏秋野菜との輪作・タバコ転作等に導入

されており，年々拡大の傾向が見られる。

本報はは種期と品種を組合せた試験で・昭和52・54・55

年の3か年間を検討した結果の概要であろ。

2　試　験　方　法

（1）供試品種：岡緑・常緑・磯緑・緑風・中晩生緑・

ダリ→ン18・グリーンコメット・ロイヤルグリーン・ダリ

（2）は陸期：①7月15臥⑧7月25日・③8月5日・

④＄月15日，⑤8月25日，⑥9月5日

（3）施肥量‥　N一肌P205－18・K20－20・苦土

石灰一100．堆肥一2，000（毎／108）を施用した。

（4）栽植距離（仰）：うね幅－65・株間一35，45。

3　試　験　結　果

（1）昭和52年度

暖冬年次であり生育は噸調であった。収穫時の草丈は第

3回は種以外はは種期が遅いほど低かった。同一は種期で

は中晩生が校も高く，岡緑を除いて晩生のものほど高い傾

向であった。

頂花雷の収穫はじめは各は種期ともグリーンコメットが

最も早く，中晩生が最も遅い。他はこの中間で常緑・グリ

ーン18，ロイヤルグリーン，岡緑，緑風の頓であった。頂

花雷垂は第3回は極までは岡緑が最も重く・各は径期とも

晩生のものはど重い傾向があった0常軌グリー18，ロイ

ヤルグリーンはは捷期が早いほど重かった。第3回は種以

後は花雷が若手小さくなった。しかし第5回は種の緑臥

中晩生緑は比較的大きな花雷の収穫となった。しかし・常

軌ローヤルグリーンは各は種期ともリーーフィーが見られ・

グリーン18．岡緑も若干発生した。側枝花雷は鼻質とも

中晩生緑以外はよいものが収踵されなかった。
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托．苅＝回は繰　申晩生は1118托戯れ他‘ま収椎できすう川201ほ用ホ亡

（2）昭和54年度

第1臥第2回は種ものは定植後・台風の被害を受け生

育は著しく妨げられた○その後・晩秋から初冬にかけて暖

かく生育は順調であったが湿害の被害が大きく・生育は遅

れた。収穫時の草丈は挟間45所・35‘Ⅶいずれも・は種期

が遅くなるほど低い傾向を示した。

頂花雷の収穫始めは常緑が最も早く・岡緑・グリーンビ

ューティの順で中晩生緑，緑風が最も遅かった。

頂花蕾重は第1回は種の株間35mでグリーン・ビューテ

ィが重かったが，それ以外では緑風が株間45‘謂・35仰両

区とも最も重かった○

は種期の早晩と頂花雷重では株間45‘Ⅶ区では・は痙期

が早いほど重く．35の区では差はなかった。第3回は種

では緑風のみが100才以上となった。

リーフイは常緑の各は種期に若干発生が見られた。花雷

の不揃いは中晩生乳グリーンビューティの各は種期に見

られた。

（3）昭和55年度

各は種期とも冷夏にあい，低温とべと病の多発により育
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苗期から生育が妨げられた。特に第3回，第4回は種期は

ど被害が大となり，花菅の収穫はできなかった。収穫期の

草丈は常緑の他は株間45√滞，35m両区共には種期が遅く

なるほど低くなった。

頂花菅の収穫始めは各は種期とも常緑が最も早く，岡緑．

緑風，中晩生緑の境で磯緑が最も遅かった。

頂花菅重は各は種期と品種に一定の横向はみられなかっ

たが，収穫期の遅い磯緑は重い傾向を示した。

は種期の早晩と項花菅重との関係は中晩生緑には差を生

じたが他の品種にはばらつきがあった。

リーフイは各は樫期とも常緑に発生が見られたが緑風．

磯緑にみられなかった。花菅のそろいは中晩生緑が特に悪

かった。軟虜病発生は7月25日は種の常緑に被害が見られ

た。
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注．株問45几・収穫株数．目性の平均．條間35・1■収穫挽歓．57線の平均

以上，3か年間の成績概要であるが，収穫期を異にした

は種の適期は年内収穫（11～12月）の場合は7月下旬から8

月上旬に，1月から2月収穫の場合は8月中旬から下旬，

3月収穫の場合は8月下旬が適期と思われろ。

品種としては，岡稼．・緑風，中晩生緑が有望である。次

に栽植距離の中で株間を検討して見たが．頂花菅重に差が

出ないので，密植ほど多収となる傾向が見られ，は極期が遅

いほど小花曹となるのでともに密椿が有望と患われる。




